
 

GIGA スクール構想が始まり４年目、タブレット PC等の ICT の新たな活用方法が研究・実践されて

います。さがみはら GIGA通信では、相模原市立小中学校等が取り組む、タブレット PC等の ICTを効

果的に活用した新たな学びの姿をレポートしていきます。第 16 号は、令和５年度から６年度に導入

した、各種アプリケーションを活用した実践と生成 AIの活用に関する実践を紹介します。 

令和５年度～６年度導入 各種アプリケーションを活用した授業実践 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職員用 PC の Chromebook 

化に伴い、「Canva」の活用 

が進んでいます。11 月下旬、 

相模原市立中学校教育研究 

会研究部学校保健研究部に 

おいて、各種資料の作成の 

効率化に向けて、Canva の 

操作研修が行われました。Canva の活用が、これ

までの資料作成について見直す機会になってい

ます。例えば、各校から発信している各種便りに

ついて、学校間で共通している内容はないか、 

Canvaで共有作成

することで負担

軽減される こと

や内容が充実す

ることはないか

等、検討する機会

になっています。 

 

文部科学省リーディング DX スクール事業、

生成 AI パイロット校の中野中学校の取組を紹介

します。今回は、３年生の音楽の授業でジャム

ボードの後継ツール「FigJam」を活用した授業

を行いました。また、付箋に書かれた内容をも

とに、生成 AI（Chat GPT）を活用して紹介文の

作成を行うなど、生徒が各種ツールを選択して

授業に取り組む姿が見られました。 

 
◀「ブルタバ」の標

題ごとの音楽の特徴

について、気が付い

たことをFigJamに

書き出している。 

▲鑑賞中、学級で共有して

いるFigJamに、楽器の音

色や旋律、速度、強弱など

の気づきを記録している。 

活用したサービス 

「FigJam」 

活用したサービス 

「Canva」 

令和６年１２月１９日 相模原市教育センター 学習情報班 発行 

▲緑が丘中学校の栗林先生が作成した保健だよりの一部。 

先進的にCanva で効率化、質の向上を図っている。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          「仮想人物（ペルソナ）を活用した指導案の検討！」 

令和７年度に導入予定、 

ミライシードの「オクリンク 

プラス」を先行導入し、活 

用した授業を紹介します。 

小山小学校の３年生、社会 

「事こや事けんからまちを 

守る」の授業では、前時に、 

地域にある標識やガードレール、ボタン式の信

号機など、安全のための仕組みを見つけ写真に

撮っておき、本時では、オクリンクプラスに表

示した地図上に、先生が事前に設定した標識や 

ガードレールの「ピン」を児童が置いていくと、

地域の特徴がわかるようになっていました。 

 

 

 

３DCAD「作ってみよう！」と 3D プリンタを活

用した授業を紹介します。麻溝台中学校の１年

生、技術の授業では、木材を加工して棚や物入れ

などを作るとき、部材同士を直角に固定して加

工することの難しさを解決するジグの製作に 

取り組みました。 

 

 

◀デジタルファブリケーシ

ョンを活用した問題解決型

学習で、産業における新た

な製品の製作を創造する。 

「CADで制作」   「３Ｄプリンタで製作」 

話題の生成 AI を教育の様々な場面で活用し、有効な活用方法や気をつけなければならないことに

気がつくことは大切なことです。各種生成 AI ツールの規約によると、年齢とともに使用できるよう

になるものが多く、これまで意識して使用することがなかった人にとっては、必要な知識や経験、求

められる能力とはどのようなものなのか、あらためて考えなければならないことです。しかし、各種

ツールの開発や社会での活用のスピードは加速するばかりで、まずは使えそうなところに「使ってみ

よう！」という考えのもと、やってみることが一番の近道かもしれません。相模原市での事例として

は、校長先生が集会などで生成 AI で作った（修正を加えた）話を紹介したり、授業の課題に対して

理解を深めるために「壁打ち」して考えたり、アプリを作るプログラムを書かせたりしています。 

次の事例は、授業における児童生徒のつまづきを事前に予測し、授業改善を「生成 AI でできない

か？」と考え、生成 AI で仮想生徒（ペルソナ）を作成し、事前に作成しておいた指導案において、

得意とする生徒や苦手とする生徒を把握し、授業（指導案）の修正を行うものです。 

詳細は、次回「さがみはら GIGA 通信 第１７号」で紹介します。生成 AI の活用については、様々

な意見や質問があると思いますが、「まずは使ってみた！」を引き続きご紹介します。 

活用したサービス 

「オクリンクププラス」 

活用したサービス「作ってみよう！」 

▲事故や事件が起きそうな場所や安全対策について、

学ぶことができた。ピンの自動集計もされる。 

ペルソナ作成のプロンプト例 

※画像は「ChatGPT DALL-E」を使用 


